
ふるさと納税寄付者礼状用                         【R8.1レポート】 

ベルギー サンブノワ高校 高間 陽心 

留学期間：R７.８～R８.７（１年間） 

 

私は 8 月からベルギーの Habay にある Saint-Benoit 高校に留学しています。ベルギーは

ヨーロッパの中心に位置し、フランス語圏であり、多様な文化が交差する場所です。 

 留学 5 か月目となる今、日本との文化の違いに驚かされることはまだありますが、ホス

トファミリーの一員として迎えられ、少しずつベルギーの生活に馴染んできていることを

嬉しく感じています。ベルギーの街並みには中世の建築物が多く、また、私の住んでいる

地域は田舎ということもあり、とても広大な牧場があります。週末にはルクセンブルクや

周辺の地区に、一人で行ったり友達と行ったりして楽しんでいます。ベルギーでは、家族

や友達だけでなく店員やバス運転手にも丁寧に挨拶し、別れ際には「Bonne journée（良

い一日を）」と言うのが一般的な挨拶となっています。また、ベルギーのチョコレートや

ワッフル、そして日本にいるときは知らなかったフライドポテトなどの食文化はとても魅

力的で、ホストファミリーや友達と一緒に楽しんでいます。私は、家に親戚が集まった

り、友人と遊んだりするときに、日本料理を作ったり、箸の使い方を教えたりして、日本

文化や日本語を紹介しています。例えば、ホストファミリーとの夕食の席で、おにぎりや

ラーメン、お好み焼きを作り、ベルギーの友人たちに箸の持ち方を教えました。また、日

本のことについての話題になった際には、日本の食文化や城などの歴史について話した

り、「ありがとう」や「いただきます」などの日本語を教えたりしました。そうすること

で、気負わず少しずつカジュアルに会話をすることができるようになりました。 

 

学校ではフランス語が主言語で、日常生活の約 80％がフランス語です。英語は、他の

国の留学生とのコミュニケーションや英語のクラスで使われますが、授業や友達との会話

はほとんどがフランス語です。最初の 4 か月は授業や友達との会話、学食がすべて初めて

でとても不安でしたが、ベルギーの人々はとてもフレンドリーで、学校初日にはさまざま

な学年の人が話しかけてくれました。また、「一人だったら、いつでも話しかけていい

よ」と声をかけてもらいました。学校の雰囲気は活気にあふれ、生徒たちがグループワー

クで意見を交換する姿が印象的です。 

 

 授業では歴史や地理のクラスが好きで、ヨーロッパの視点から世界を学ぶ機会がたくさ

んあります。例えば、歴史の授業ではフランスやアメリカの革命、ヨーロッパ全体の政治

的な歴史を学び、日本と比べることでグローバルな視点を養っています。言語面では、初

めの 3 か月は友達が話しかけてくれても理解できなかったり、伝えたいことが伝わらなか

ったりで残念に感じることがありました。しかし、毎日勉強することを心がけ、現在では

フランス語の勉強を通じて少しずつ友達とスムーズに会話ができるようになってきまし

た。例えば、以前は「Bonjour（こんにちは）」や「Merci（ありがとう）」しか言えな

かったのが、今では簡単な日常会話ができるようになりました。学校ではフランス語のテ

ストに苦戦しましたが、友達の Aaron や Theo が勉強を教えてくれたおかげで少しずつわ



かるようになってきました。こうしたサポートが言語学習のモチベーションを高めていま

す。 

 地域活動としては、空手を通じて地域の人々との交流を図っています。週 2 回の地域の

空手道場の練習に参加し、今では学校が違っても空手仲間を作ることができました。こち

らでは、空手をフランス語と日本語で教えています。例えば、形の名前はもちろん、1～

10 の数字や左右などの基本動作を教えています。また、帯の名前を日本語にしている人

もいるほど、ベルギーは空手が盛んで、さまざまな流派の空手道場があり、多いところで

は、一つの地区に 2～3 箇所ありました。道場ではほとんどの人が、日本で空手をやって

みたいと言っています。私は、日本文化を空手から学んでいる外国の方が多いことに気づ

き、このような空手を通じた国際交流の可能性の高さを実感し、これからも国際交流の一

環として空手を通じたグローバルな交流を続けていきたいと考えるようになりました。 

 さらに音楽を通じた交流も図っており、現在クラブ活動として吹奏楽部に所属していま

す。吹奏楽ではトランペットを演奏しながらチームワークを学び、地域で行われるコンサ

ートに向けて練習に励んでいます。コンサートではいろんなジャンルの曲を演奏し、前回

のコンサートではマリオの効果音を演奏しました。演奏が終わってからは観客が大きな拍

手を送ってくれ、またさまざまな新しい出会いのきっかけにもなり、改めて音楽は世界共

通のコミュニケーションツールなのだと実感しました。 

 

 留学生活も 5 か月が経ち、素晴らしい先生方、家族、仲間たちに囲まれて充実した日々

を送っています。今はフランス語の勉強に力を入れ、より多くの人とコミュニケーション

が取れるよう努力しています。この経験は家族、先生方、ふるさと納税で支援してくださ

る皆様のおかげです。残りの期間、感謝の気持ちを忘れず、精進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

初めてコンサートに行ったとき 初めてブリュッセルに行ったとき 

  

クリスマスの日に家族とその親戚が集まってパ

ーティーをしたとき 

学校でクリスマスパーティーをしたとき 

 

 

授業でプレゼンテーションをしたとき WEP のイベントで日本人の友達とディズニーラ

ンドに行ったとき 



 

 

ホストファミリーの友達の家に行って、ワッフル

を作った時 

ホストファミリーとルクセンブルクのクリスマス

マーケットに行ったとき 

 

 
合宿の最終日にクラスメイトと撮ったとき 学校の自習室 

 

 

友達とルクセンブルクに行ったとき ホストファミリーと SANTA のライブに行ったと

き 

 


